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◇
は
じ
め
に

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
も
震
度
五
強
を
観
測
し
、
大
き
な
被
害
こ

そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
学
校
で
は
地
震
発
生

時
の
避
難
行
動
、
保
護
者
へ
の
連
絡
体
制
や
引
き
渡

し
、
下
校
の
措
置
、
停
電
や
交
通
機
関
の
麻
痺
へ
の

対
応
、
避
難
場
所
で
の
防
寒
に
対
す
る
備
え
等
、
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
や
防
災
管
理
に
多
く
の
課
題

を
残
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
受
け
、
よ
り
実
践
的
な
防
災
教
育
が
県
内
の
全

て
の
学
校
で
行
わ
れ
る
よ
う
「
実
践
的
防
災
教
育
推

進
事
業
」
に
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
本
事
業
は
、「
推
進
委
員
会
」
と
次
の
三
つ
の
「
細

事
業
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
推
進
委
員
会
】

　
推
進
委
員
会
は
、
本
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
各
学
校
の
取
組
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
経
験
か
ら
具
体
的
・
専
門
的
な
指
導
や
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
山
梨
大
学
大
学

院
教
授
、
関
係
機
関
担
当
者
（
甲
府
地
方
気
象
台
、

甲
府
地
区
消
防
本
部
）
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
教
育

委
員
会
防
災
教
育
担
当
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
細
事
業
】

Ⅰ�

　
防
災
に
関
す
る
指
導
方
法
等
の
開
発
・
普
及
等

の
た
め
の
支
援
事
業

⑴
概
　
要

　
児
童
生
徒
等
の
「
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
」
を

育
成
す
る
た
め
の
教
育
手
法
や
緊
急
地
震
速
報
等
の

防
災
に
関
す
る
科
学
技
術
等
を
活
用
し
た
避
難
行
動

に
係
る
指
導
方
法
の
開
発
・
普
及
等
を
行
う
取
組
。

⑵
内
　
容

①
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
設
置

　
本
事
業
で
は
、
次
の
学
校
に
緊
急
地
震
速
報
受
信

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度

　
　
・
甲
府
市
立
貢
川
小
学
校

　
　
・
甲
府
市
立
富
竹
中
学
校

　
　
・
市
川
三
郷
町
立
市
川
南
小
学
校

　
　
・
市
川
三
郷
町
立
市
川
南
中
学
校

　
　
・
道
志
村
立
道
志
小
学
校

　
　
・
道
志
村
立
道
志
中
学
校

　
　
・
身
延
高
等
学
校

　
　
・
富
士
河
口
湖
高
等
学
校

　
　
・
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
　
・
学
校
法
人
身
延
山
学
園
身
延
山
高
等
学
校

　
平
成
二
十
五
年
度

　
　
・
身
延
町
立
下
部
小
学
校

　
　
・
身
延
町
立
下
部
中
学
校

　
　
・
忍
野
村
立
忍
野
小
学
校

　
　
・
忍
野
村
立
忍
野
中
学
校

　
　
・
吉
田
高
等
学
校

②�

緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
の
実
施

　
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
で
は
、
気
象
庁
が

発
表
す
る
緊
急
地
震
速
報
を
も
と
に
、
各
学
校
の
所

在
地
に
お
け
る
予
想
さ
れ
る
震
度
や
、
主
要
動
到
達

時
刻
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
予
想
さ
れ

た
主
要
動
到
達
時
刻

を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

す
る
機
能
も
あ
り
、

避
難
訓
練
に
も
活
用

で
き
る
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。（
テ
レ

ビ
等
で
発
表
さ
れ
る

緊
急
地
震
速
報
は
、

一
般
向
け
緊
急
地
震

速
報
と
い
わ
れ
、
揺

れ
の
強
さ
は
震
度
階

級
で
は
な
く
「
強
い
揺
れ
」
等
と
表
現
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
猶
予
時
間
は
報
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。）

　
実
際
の
地
震
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
学
校
生
活
で
は
常
に
教
室
に
い
る
と

も
限
り
ま
せ
ん
。
屋
内
で
は
ま
ず
、
落
下
物
、
転
倒

 

「
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
」
に
つ
い
て

― 

義
務
教
育
課
・
高
校
教
育
課 

―
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物
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
等
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
上
か
ら
も
の
が
「
落
ち
て
こ
な
い
」、
横
か

ら
も
の
が
「
倒
れ
て
こ
な
い
」、「
移
動
し
て
こ
な
い
」

場
所
を
探
し
、
頭
部
を
保
護
す
る
こ
と
、
机
が
あ
れ

ば
そ
の
下
に
も
ぐ

り
、
机
の
脚
を
持

つ
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
指
示

が
な
く
て
も
こ
れ

ら
の
身
を
守
る
行

動
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
地
震
速
報

受
信
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
避
難

訓
練
で
は
、「
落
ち
て
こ
な
い
」「
倒
れ
て
こ
な
い
」

「
移
動
し
て
こ
な
い
」
場
所
と
判
断
し
て
避
難
行
動

を
と
っ
た
場
所
が
、
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
天
窓
の
真
下

で
あ
っ
た
り
、
揺
れ
が
収
ま
り
図
書
室
か
ら
校
庭
へ

避
難
す
る
た
め
に
整
列
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別

校
舎
の
教
室
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
、
児

童
生
徒
の
避
難
行
動
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
後
の
指
導
に
生
か
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
、
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ
ム
音
を
耳
に
す

る
だ
け
で
恐
怖
を
感
じ
る
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
こ

と
も
分
か
り
、
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
も
改
め
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
　
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業

⑴
概
　
要

　
外
部
の
専
門
家
を
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
学
校
に
派
遣
し
、「
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
」

や
避
難
訓
練
な
ど
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
・
助
言
及

び
、
学
校
と
地
域
の
防
災
関
係
機
関
等
と
の
連
携
体

制
の
構
築
に
関
す
る
指
導
・
助
言
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
に
向
け
た
体
制
の

改
善
を
図
る
取
組
。

⑵
内
　
容

　
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
小
・
中
学
校
六
校
、

県
立
学
校
一
校
の
計
七
校
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
小
・

中
学
校
で
は
、
教
職

員
や
児
童
生
徒
を
対

象
と
し
た
防
災
に
関

す
る
学
習
会
や
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
と
の
連

携
を
深
め
る
た
め

に
、
保
護
者
も
対
象

に
含
め
た
学
習
会
が

開
催
さ
れ
た
学
校
も

あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
し
て
は
、
対
応
漏
れ

を
防
ぐ
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と

や
、
管
理
職
不
在
時
の
指
示
系
統
の
明
確
化
、
通
信

手
段
が
途
絶
し
た
際
の
医
療
機
関
と
の
連
絡
や
け
が

人
の
搬
出
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
の
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ⅲ
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
・
支
援
事
業

⑴
概
　
要

　
児
童
生
徒
等
が
支
援
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
被

災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
う
こ
と
を

通
じ
て
、
安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

意
識
を
高
め
る
教
育
手
法
の
開
発
・
普
及
等
を
行
う

取
組
。 

⑵
内
　
容

　
東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

避
難
所
の
清
掃
や
食
料
を
配
布
し
た
り
、
高
齢
者
と

触
れ
合
う
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経

験
者
に
よ
る
講
演
や
、
応
急
手
当
の
方
法
を
学
ぶ
教

室
が
開
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
識
を
高

め
る
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
お
わ
り
に

　
自
然
は
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害

は
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
を
与
え
、

時
に
は
大
切
な
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
各
市
町
村

や
地
域
の
方
、
保
護
者
の
方
と
連
携
す
る
中
で
、
子

ど
も
た
ち
に
自
ら
危
険
を
予
測
し
、
回
避
す
る
た
め
の

「
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
」
を
身
に
付
け
さ
せ
、

安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
「
共
助
・

公
助
」
の
精
神
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

単
に
自
然
を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
然
に
畏
敬
の

念
を
抱
き
つ
つ
、
ふ
る
さ
と
山
梨
を
愛
す
る
豊
か
な
心

を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
度
に
本
校
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と

し
て
の
「
韮
高
モ
デ
ル
」
の
模
索
と
基
礎
づ
く
り
に
奔
走
し
た
一
年
で
し
た
。
現
在
、

指
定
期
間
五
年
間
の
二
年
目
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
韮
高
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、生
徒
に
と
っ
て
の
「
学
び
の
テ
ー
マ
」
の
発
見
、そ
れ
に
続
く
「
主

体
的
能
動
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢｣

の
創
出
、
そ
れ
を
経
て
「
未
来
の
科
学

者
」
の
卵
の
誕
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
専
門
家
か
ら
科
学
技
術
の
研
究
を
学
ぶ
「
ア
ド
バ
ン
ス
講
座
」

　
ま
ず
は
学
校
設
定
科
目
「
ス
カ
ラ
ー
Ⅰ
」（
一
年
次

：

二
単
位
）「
同
Ⅱ
」（
二
年
次

：

三
単
位
）を
設
定
し
、新
し
い
科
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
す
「
Ｓ
Ｓ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」（
二
単
位
）

｢

サ
イ
エ
ン
ス
英
語｣

（
二
単
位
）
と
い
っ
た
英
語
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
カ
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
年
間
十
三
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
領
域
の

研
究
者
の
方
々
に
よ
る
特
別
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
韮
高
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
た
だ
専
門
家
の
話
を
聞

い
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
前
に
展
開
さ
れ
る
本
校
理
科
・
数
学
科
教
員

に
よ
る
「
自
然
科
学
基
礎
」
の
授
業
を
「
ア
ド

バ
ン
ス
講
座
」
の
内
容
と
有
機
的
に
連
動
さ
せ
、

生
徒
と
本
校
教
員
と
研
究
者
が
三
位
一
体
と
な

り
教
材
を
開
発
し
、
そ
れ
を
活
用
し
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
基
礎
的
・
探
究
的
な
内
容
を

充
実
さ
せ
、
研
究
者
の
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

科
学
的
に
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
思
考
す
る
機
会
、
時
に
は

専
門
家
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な

場
面
を
設
定
し
、
能
動
的
な
学
習
活
動
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

○
本
物
に
触
れ
る
感
動
が
意
欲
を
生
む
「
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
」

　
も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
が
「
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
」
と
い
う
科
学
研
修
で
す
。
地
元

の
山
梨
大
学
を
中
心
に
県
内
外
の
大
学
や
研
究
所
と
連
携
し
、
充
実
し
た
研
修
講
座
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
三
月
に
は
、
最
大
の
ツ
ア
ー
で
あ

る
鹿
児
島
科
学
研
修
に
四
十
名
の
生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。
屋
久
杉
と
コ
ケ
が
織
り
な
す
驚
異

の
生
態
系
を
実
際
に
知
る
屋
久
島
生
物
多
様
性

観
察
会
で
は
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
の
営

み
を
知
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
で
は
本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や
巨

大
な
発
射
場
を
見
聞
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
鹿
児
島
大
学
に
お
い
て
は
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
確
立
に
貢
献
し
た
山
中
研
究
室

出
身
の
研
究
者
か
ら
特
別
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
に
と
り
、
心
に
強

く
残
る
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
夏
は｢

電
気
を
通
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
液

晶
を
作
ろ
う｣

や
「
自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性

を
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
し
よ
う
」
な
ど
の
山
梨
大
学
実
験
研
修
八
講
座
に
、
八
十
名
以
上
の
生

徒
が
参
加
し
研
鑽
を
積
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
型
の
ツ
ア
ー
と
し
て
「
関
西
科
学
研
修
」
を
七
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

科
学
研
究
の
進
歩
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
の
く
ら
い
貢
献
し
て
い
る
か
と
い
う
新
し

い
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
研
修
で
す
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
や
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ

－

８
と
い
っ
た
世
界
最
高
水
準
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

○�

課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
む
生
徒
を
育
て
た
い

　
こ
の
よ
う
な
、
二
本
柱
の
活
動
と
リ
ン
ク
し
て
「
グ
ル
ー
プ
課
題
研
究
」
に
生
徒
は

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
十
八
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
互
い
に
協
力
し
工
夫
し
な

①ワインの科学　②生命の設計図ＤＮＡ
③生態系と里山の保全
④クリーンエネルギーの科学
⑤災害と防災の科学　⑥ロボットサイエンス
⑦ｉＰＳ細胞と再生技術
⑧宇宙研究と小型衛星開発 

（以上、スカラーⅠ）
⑨水と流域環境の研究
⑩ウイルス感染症と薬剤開発
⑪クローンマウスの誕生　⑫燃料電池の未来
⑬微生物相から生物多様性を考える

（以上、スカラーⅡ）

鹿児島科学研修で研究者に質問する生徒（平成２５年３月）

 

韮
高
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
目
指
す
も
の

― 

県
立
韮
崎
高
等
学
校 

―

特 集 ２
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が
ら
実
験
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
身
近
な
疑
問
か
ら
出

発
し
た
も
の
や
本
格
的
な
科
学
研
究
に
相
当
す
る
研
究
テ
ー

マ
な
ど
多
様
な
研
究
内
容
で
し
た
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。

　
本
校
で
は
自
然
科
学
部
や
文
理
科
に
お
い
て
、
課
題
研
究

や
実
験
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
答
え
が
す
ぐ
に
出
な
い
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
慢
強

く
努
力
し
結
果
を
得
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
何
事
に
も
代

え
難
い
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
こ
れ
は
科
学
研
究
の
み
な
ら

ず
人
生
に
お
け
る
課
題
解
決
の
方
法
論
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
「
自
ら
問
題
を
見
つ
け
る
能
力
」「
論
理

的
な
思
考
力
」「
能
動
的
な
姿
勢
」
と
い
っ
た
資
質
を
備
え

た
生
徒
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
今
年
度
、

自
然
科
学
部
を
発
展
的
改
組
し
、「
物
理
化
学
」「
環
境
科
学
」

「
生
物
研
究
」
の
三
部
を
正
式
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
特
に
「
生
物
研
究
部
」
は
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
指
定
の
お
か
げ
で
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
と
い
う
モ
デ
ル
生
物
の
研
究
に
お
い
て
、

首
都
大
学
東
京
、
東
邦
大
学
の
専
門
家
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
「
ス
ト
レ
ス
応
答
と
寿
命
」
に
関
す
る

研
究
を
日
本
分
子
生
物
学
会
（
昨
年
十
二
月
）

で
発
表
す
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
者
と
の
連
携
を
、

今
後
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
課
題
研
究

の
活
動
全
体
に
も
広
げ
て
い
き
、「
韮
高
モ
デ

ル
」
の
軸
に
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○�

地
域
再
発
見
・
・
・
地
元
の
良
さ
に
気

づ
い
て
ほ
し
い

　
私
た
ち
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動

を
本
格
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
地
元
の
中
学
生

と
本
校
生
の
交
流
「
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
」

に
続
け
て
、
今
年
度
は
小
学
生
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
実
験
工
作
教
室
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
地
域
の
中
学
校
の
科
学
部
と
本
校
科
学
部
に
よ
る
地
域
を

テ
ー
マ
と
す
る
共
同
研
究
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
の
中
で
も
特
に
韮
崎
と
い
う
地
域
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
太
陽
光
発
電
な
ど

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
そ
れ
は
科
学
で
解

決
す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。
実
際
に
生
態
系
の
画
一
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
専
門
家
か
ら
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
私
た
ち
は
地
元
の
財

産
で
も
あ
る
「
甘
利
山
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
山
梨
環
境
科
学
研
究
所
お
よ
び
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
甘
利
山
倶
楽
部
の
方
々
と
、
五
月
、
七

月
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
生
態
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
専
門
家
の
方
々
と
植
物

相
・
昆
虫
相
の
変
遷
を
長
期
に
渡
り
追
跡
し
て

い
く
計
画
で
す
。
ま
た
環
境
科
学
部
、
生
物
研

究
部
と
生
徒
の
有
志
に
よ
り
、
甘
利
山
の
土
壌

微
生
物
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
セ
ル
ロ
ー
ス
分

解
菌
な
ど
）
や
窒
素
態
成
分
の
分
析
が
現
在
進

行
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
生
徒
に

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
発
見
と
解
決
す
べ
き
環

境
問
題
の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
年
間
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
諸
活
動
を
検
証
し
た
結

果
、
生
徒
に
は
次
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
起

き
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

（
昨
年
度
末
意
識
調
査
、（

　
）
の
数
値
は
比
較

対
照
群
・
普
通
科
習
熟
度
ク
ラ
ス
の
生
徒
）

・
科
学
的
な
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

　
86
％
（
39
％
）

・
疑
問
を
自
ら
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
86
％
（
32
％
）

・
科
学
的
、
論
理
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

　
78
％
（
37
％
）

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

　
89
％
（
42
％
）

　
韮
高
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
生
徒
の
望
ま
し
い
変
容
」
を
目
指
し
、
様
々
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
開
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
「
韮
高
ス
タ
イ
ル
」
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
一
年
目
を
終
え
、
一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
県
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
先
輩
校
や
多
く
の
教
育
関
係
者
の
皆
様
に
、

そ
の
豊
富
な
経
験
か
ら
ご
意
見
や
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・天然色素の抽出と色素増感型太陽電池の作製

・アルコール発酵における糖の種類が発酵に与える影響

・一晩寝かしたカレーは、なぜおいしいのか

・キイロショウジョウバエは何色が見えるのか

・アミラーゼ充填バイオリアクターの作成と性能評価

・ヒレの形状が推進力に与える影響を解析する
自ら仮説を設定し、実験研究によって検証する方法論を学ぶ

平成２５年３月に行われた文理科ＳＳＨ研究交流会（中学生も参加）
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厳
し
か
っ
た
夏
の
日
差
し
も
少
し
ず
つ
和
ら
い
で
き
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
「
芸

術
の
秋
」
の
到
来
で
す
。
県
立
文
化
施
設
で
は
、
力
を
込
め
た
特
別
展
・
企
画
展
を

開
催
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
が
深
ま
る
に
連
れ
、
各
施
設
の
周
辺
で
は
、
紅
葉
が
進
み
、
青
空
を
バ
ッ

ク
に
赤
や
黄
色
の
鮮
や
か
な
色
合
い
を
見
せ
始
め
ま
す
。
爽
や
か
な
空
気
の
中
で
、

「
芸
術
の
秋
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

県
立
美
術
館

　「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」
展
～
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
～

　
県
立
美
術
館
で
は
「
人
間
国
宝
」
と
呼
ば
れ
る
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
た
ち

の
優
れ
た
「
わ
ざ
」
と
「
美
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
金
工
、

木
竹
工
、
人
形
、
手
漉
和
紙
な
ど
、
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
新
た
な
技
法
や
表

現
を
追
求
し
、
豊
か
な
感
性
を
注
ぎ
込
ん
だ
約
百
九
十
点
の
作
品
で
、
日
本
の
美
意

識
と
手
仕
事
の
粋

に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
陶
芸

は
、
華
や
か
な
色

絵
や
彩
釉
、
美
し

い
肌
の
白
磁
や
青

磁
、
志
野
や
萩
、

瀬
戸
黒
な
ど
の
茶

器
、
瀟
洒
な
唐
津

や
備
前
な
ど
、
そ
の
土
地
の
粘
土
と
釉
薬
、
装
飾
技
法
を
用
い
た
様
々
な
陶
磁
器
が

並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
漆
芸
は
、
美
し
い
艶
の
漆
塗
の
器
、
蒔
絵
や
螺
鈿
、
沈
金
な

ど
精
緻
で
華
麗
な
装
飾
を
施
し
た
箱
な
ど
、
多
様
な
表
現
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」
展
～
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
～
は
、

九
月
七
日
（
土
）
か
ら
十
月
十
四
日
（
月
・
祝
）
ま
で
で
す
。

県
立
文
学
館

　「
与
謝
野
晶
子
展
　
わ
れ
も
黄こ

金が
ね

の
釘く

ぎ

一
つ
打
つ
」

　
与
謝
野
晶
子
（
一
八
七
八

−

一
九
四
二
）
は
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
歌
人
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
短
歌
だ
け
で
な
く
詩
・
童
話
・
小
説
・
古
典
研
究
な
ど
幅

広
い
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
女
性
の
自

立
や
教
育
問
題
等
に
つ
い
て
の
評
論
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
晶
子
は
山
梨
と
の
ゆ
か
り
も
深
く
、

富
士
北
麓
や
上
野
原
市
な
ど
を
訪
れ
、

地
元
の
人
々
と
交
流
し
、
豊
か
な
自
然

や
風
物
を
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
、
夫
の
寛
と
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
の
萬
屋
醸
造
店

を
訪
れ
、「
法
隆
寺
な
ど
行
く
如
し
甲
斐
の
御
酒(

み
き)

春
鶯
囀(

し
ゅ
ん
の
う
て
ん)

の
か
も
さ
る
る
蔵
」
の
歌
を
残
し
ま
し
た
。
六
十
三
歳
の
生
涯
を
華
麗
に
生
き
た
晶

子
の
人
生
と
作
品
を
、
山
梨
で

の
足
跡
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

「
与
謝
野
晶
子
展

　
わ
れ
も
黄

金
の
釘
一
つ
打
つ
」
は
、
九
月

二
十
八
日
（
土
）
か
ら
十
一
月

二
十
四
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

 

芸
術
の
秋

― 

学
術
文
化
財
課 

―

特 集 ３

十四代酒井田柿右衛門
《濁手枝垂桜文鉢》

室瀬和美
《蒔絵螺鈿八稜箱「彩光」》

与謝野晶子
（１８７８～１９４２）

萬屋醸造店蔵
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県
立
博
物
館
　「
山
梨
の
名
宝
」
展

　
本
展
で
は
、
山
梨
に
伝
わ
る
文
化
財
を
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
中
心
に
、
考
古
・

信
仰
・
武
士
に
関
わ
る
三
テ
ー
マ
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
鋳
物
師
屋
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
偶
は
、
そ
の
形
式
が
特
徴
的
と

さ
れ
る
中
部
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
作
ら
れ
た
縄
文
時
代
中
期
の
土
偶
の
中

で
も
、
最
も
均
整
が
と
れ
て
美
し
く
、
非
常
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
著
名
な
も
の
で

す
。
今
回
は
こ

の
土
偶
の
ほ
か
、

同
じ
く
鋳
物
師

屋
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
、
土
器

類
も
あ
わ
せ
て

展
示
し
ま
す
。

　
信
仰
関
連
で
は
、

国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
甲
州
市
向

嶽
寺
の
達
磨
図
、

身
延
山
久
遠
寺
の

夏
景
山
水
図
の
二

幅
の
絵
画
を
、
同

時
に
展
示
す
る
期

間
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
南
ア
ル
プ
ス
市
宝
珠
寺
の
大
日
如
来
及
四
波
羅
蜜
菩
薩
坐
像
は
、
全

国
的
に
も
類
の
な
い
貴
重
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
の
修
理
後
、
寺
外

で
初
め
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
武
士
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
後
奈
良
天
皇
宸
筆
に
し
て
武
田
信
玄
の
手
を
経

て
笛
吹
市
の
浅
間
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
、
紺
紙
金
泥
般
若
心
経
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
甲
府
市
大
泉
寺
の
武
田
信
虎
像
、
お
な
じ
く
長
禅
寺
の
武
田
信
虎
夫
人
像
な
ど
、

戦
国
時
代
を
代
表
す
る
肖
像
画
も
展
示
し
ま
す
。

　
本
県
の
素
晴
ら
し
い
文
化
財
と
、
そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た
豊
か
な
歴
史
を
、
こ
の

機
会
に
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。「
山
梨
の
名
宝
」
展
は
、
十
月
十
九
日
（
土
）
か

ら
十
二
月
二
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
な
お
、
会
期
中
は
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。
お

目
当
て
の
作
品
を
、
お
見
逃
し
無
く
。

県
立
美
術
館
　「
生
誕
一
○
○
年
　
萩
原
英
雄
」
展

　
萩
原
英
雄
（
一
九
一
三

−

二
〇
〇
七
）
は
、
甲
府
市
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校

（
現

　
東
京
藝
術
大
学
）
で
油
絵
を
学
ん
だ
後
、
木
版
画
の
制
作
を
始
め
ま
し
た
。

　
木
版
画
は
高
い
評
価
を
受
け
、
国
際

的
な
展
覧
会
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
油
絵
や
水
彩
、
コ
ラ
ー

ジ
ュ
な
ど
数
多
く
の
多
彩
な
作
品
も
残

し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
作
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
約
四
千
点
の
中
か
ら
作
品

を
選
び
出
し
、
生
誕
一
○
○
年
を
迎
え

た
萩
原
英
雄
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
萩
原
英
雄
に
と
っ
て
富
士
山
は
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
の
一
つ
で

し
た
。
幼
い
時
に
故
郷
・
山
梨
を
離
れ
た
萩
原
に
と
っ
て
、
富
士
山
は
故
郷
や
両
親

を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。
最
初
に
手
が
け
た
「
三
十
六
富
士
」
シ
リ
ー
ズ
は
、様
々

な
地
点
を
巡
っ
て
富
士
山
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
二
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
に
留
ま
ら
ず「
拾
遺
富
士
」「
大
富
士
」と
計
三
シ
リ
ー
ズ
、

合
計
五
十
五
点
の
富
士
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
こ
れ
ら

富
士
山
の
シ
リ
ー
ズ
全
点
を
含
め
、

そ
の
他
の
萩
原
の
シ
リ
ー
ズ
作
品

も
全
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

「
生
誕
一
○
○
年

　
萩
原
英
雄
」
展

は
、
十
月
二
十
六
日
（
土
）
か
ら

十
二
月
八
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

国宝 夏景山水図 久遠寺

重要文化財 大日如来坐像
（大日如来及四波羅蜜菩薩坐像のうち）

宝珠寺

萩原英雄
（１９１３～２００７）

《三十六富士 お山は小焼》
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◆
　
は
じ
め
に

　
文
科
省
で
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
係
し
た
学
校
教
育

法
施
行
令
の
一
部
改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。本
稿
で
は
、

改
正
に
至
る
経
過
と
そ
の
概
要
、
改
正
に
関
連
し
た
中
心

的
課
題
で
あ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
　
こ
れ
ま
で
の
経
過

　
平
成
十
八
年
に
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が

国
連
で
採
択
さ
れ
、
我
が
国
は
、
翌
年
同
条
約
に
同
意
署

名
し
て
い
ま
す
。
同
条
約
の
第
二
十
四
条
に
よ
れ
ば
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」（
署
名
時
仮
訳
＝
包
容

す
る
教
育
制
度
）
と
は
、
人
間
の
多
様
性
の
尊
重
等
の
強

化
、
障
害
者
が
精
神
的
及
び
身
体
的
な
能
力
等
を
可
能
な

限
り
発
達
さ
せ
、
自
由
な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
目
的
の
下
、
障
害
の
あ
る
者
と
な
い
者

が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
権
利
の
実
現
に
当
た
り
確
保
す
る
も
の

の
一
つ
と
し
て
、個
人
に
必
要
と
さ
れ
る
「
合
理
的
配
慮
」

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
現
在
、
批
准
に
向
け
た
条
文
の
解

釈
の
整
理
と
国
内
法
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
三
年
に
は
、「
障
害
者
基
本
法
」
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
同
法
第
十
六
条
に
は
、
教
育
に
つ
い
て

の
規
定
も
あ
り
ま
す
。

　
教
育
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
中
教
審
の
特
別
委
員
会

で
検
討
を
重
ね
、
昨
年
七
月
に
「
共
生
社
会
の
形
成
に
向

け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
特
別

支
援
教
育
の
推
進
」
と
い
う
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
中
教
審
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト

　
中
教
審
報
告
書
で
は
、
特
別
支
援
教
育
は
、
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
付
け
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
特
別
支
援
教
育
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

①
就
学
先
決
定
の
仕
組
み
の
変
更

　
就
学
基
準
（
施
行
令
二
十
二
条
の
三
）
に
該
当
す
る
障

害
の
あ
る
子
ど
も
は
、
特
別
支
援
学
校
に
原
則
就
学
す
る

と
い
う
仕
組
み
を
改
め
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
就
学
先
を

決
定
す
る
。
そ
の
際
、
本
人
・
保
護
者
と
の
合
意
形
成
を

得
る
こ
と
を
原
則
に
、
最
終
的
に
は
市
町
村
教
委
が
決
定

す
る
。

②
多
様
な
学
び
の
場
の
整
備

　
就
学
後
も
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態
等
が
変
化
し
た
場

合
、
他
校
種
へ
の
在
籍
変
更
が
可
能
と
い
う
視
点
を
持
つ

こ
と
。
更
に
、
個
々
の
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
連
続
性
の
あ
る
多
様
な
学
び
の
場
と
し
て
「
通
常
の

学
級
」「
通
級
に
よ
る
指
導
」「
特
別
支
援
学
級
」「
特
別

支
援
学
校
」
各
々
の
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

③
合
理
的
配
慮
と
基
礎
的
環
境
整
備

　
合
理
的
配
慮
と
は
、
全
て
の
子
ど
も
が
平
等
に
「
教
育

を
受
け
る
権
利
」
を
享
有
・
行
使
す
る
た
め
に
個
別
的
に

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
と
な
る
教
育
環
境
の
整

備
（
基
礎
的
環
境
整
備
）
と
併
せ
て
、
そ
の
提
供
に
努
め

る
こ
と
。

　
な
お
、中
教
審
報
告
書
の
全
文
は
、文
科
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
　
直
近
の
国
の
動
向

　
文
科
省
は
、本
年
九
月
一
日
の
施
行
を
目
途
と
す
る「
学

校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
の
概
要
」

を
発
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
手
続
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
基
本
的
に
は
、
中
教
審
の
報
告
書
の
具
現
化
を
目
指
し

て
、
文
科
省
で
は
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
施
行
令
の
改
正

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
・
就
学
先
を
決
定
す
る
仕
組
み
の
改
正

　
・
視
覚
障
害
者
等
に
よ
る
区
域
外
就
学
等

　
・
保
護
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
の
拡
大

　
ま
た
、
文
科
省
は
、
都
道
府
県
教
委
に
対
し
て
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
と
は
、
障
害
が
あ
る
全
て
の

子
ど
も
た
ち
を
通
常
の
学
級
に
在
籍
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
最
も
適
し
た
教
育
内
容
及
び
学

び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆
　
お
わ
り
に

　
国
の
施
策
で
あ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
心
理
士
等

の
外
部
専
門
家
を
配
置
し
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談

支
援
機
能
と
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
充
実

さ
せ
、
幼
稚
園
、
小
学
校
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
や
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
緊
密
に
す
る
調
整
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
た
特
別
支
援
教
育
体
制
強
化
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
」
に
向
け
た
国
の
動
向
に
つ
い
て	

― 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 

― 
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　平成２５年７月２８日（日）から８月２０日（火）

まで、大分県を中心に開催された平成２５年度イン

ターハイ（北部九州総体）を県生徒実践委員会の各

分科会代表生徒９名が視察しました。

　生徒たちは、地元の高校生が大会にどのように参

加しているかなどを熱心に調査しました。この視察

を通して学んだことを、平成２６年度インターハイ

の開催に向けた今後の活動に活かしてくれると思い

ます。

　生徒を引率してくださった支援連絡会委員の４名

の先生方、ありがとうございました。

◆総合開会式視察（大分県大分市）

　日程：７月２７日（土）～７月２９日（月）

　・内藤　京先生 ( 白根高校 )

　・若林克弥さん ( 白根高校／ホッケー分科会 )

　・遠藤柚葉さん ( 身延高校／おもてなし分科会 )

　・守屋実紀さん ( 都留高校／おもてなし分科会 ) 

◆サッカー（男子）・卓球視察（福岡県福岡市他）

　日程：７月３１日（水）～８月２日（金）

　・志村勇造先生 ( 韮崎高校 )

　・生山綾華さん ( 韮崎高校／サッカー分科会 )

　・秋山純輝さん ( 甲府西高校／卓球分科会 )

◆陸上競技・ボート視察 ( 大分県大分市他 )

　日程：８月１日（木）～８月３日（土）

　・野澤香穂先生 ( 甲府南高校 )

　・長井　碧さん ( 甲府南高校／陸上競技分科会 )

　・小林佑紀さん ( 吉田高校／ボート・カヌー分科会 )

◆自転車競技・ホッケー視察 ( 大分県別府市他 )

　日程：８月１日（木）～８月３日（土）

　・吉岡大地先生 (日川高校 )

　・小川佑斗さん (日川高校／自転車・ウエイト分科会 )

　・中澤諒平さん ( 巨摩高校／ホッケー分科会 )

　平成２５年７月１３日（土）に白根中央公園や山

梨学院ホッケースタジアムなどで開催された東日本

ホッケー大会で、県生徒実践委員会ホッケー分科会

の生徒が大会参加者や応援の保護者などにポケット

ティッシュを配布し大会をＰＲしました。

　今後も、各分科会を中心に積極的なＰＲ活動を

行っていきたいと考えています。各学校の支援連絡

会委員の先生方を始め、皆様方の御協力をよろしく

お願いいたします。

１ 平成２５年度インターハイの視察

２ 分科会のＰＲ活動

公式ホームページ
http://www.2014soutai.jp

【問い合わせ】　
全国高校総体推進室　　　TEL 055-223-1640

2014 総体

平成２６年度インターハイ開催まであと１年を切りました
高校生も準備にがんばっています！！

― 全国高校総体推進室 ―
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科
学
館
で
は
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
学
校

と
の
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
学
習
利
用

　
県
内
の
学
校
団
体
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
団
体

の
方
に
遠
足
と
し
て
科
学
館
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
展
示

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
天
体

観
測
室
、
実
験
・
工
作
教
室
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

あ
そ
び
の
部
屋
な
ど
様
々
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、「
授
業
の
導
入
の
実
験

を
見
た
い
」「
教
科
書
で
扱
う
星
を
み
た
い
」「
こ

ん
な
実
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
学
校
の

要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
し
、
実
施
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

今
年
度
、
学
習
利
用

案
内
（
冊
子
）
を
更

新
し
、
ま
す
ま
す
見

や
す
く
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
学

校
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
教
員
研
修
会
の
開
催

　
学
校
の
先
生
方
だ
け
で
な
く
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
先
生
、
児
童
館
の
指
導
員
の
方
々
な
ど
、
多

く
の
方
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
、
教
材
開
発
や
予
備
実
験
、
材
料

を
準
備
す
る
時
間
を
、
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
、

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
科
学
館
の
持
っ

て
い
る
「
も
の
作
り
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
実
験
技

法
の
提
供
な
ど
研
修
を
と
お
し
て
学
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
校
と
連
携
し
て
い
る
面
白
い
事
業
を
１
つ
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
理
科
教
室

　
応
用
物
理
学
会
東
海
支
部
、
山
梨
大
学
、
教
育

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
夏
休
み
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
事
業
は
、
先
生
方
に
教
育
現
場
で
使
え
る

実
験
や
工
作
を
紹
介
し
、
現
場
の
理
科
授
業
・
課

外
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
生
に

も
理
科
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大
学
の
先
生
と
関

わ
る
こ
と
で
、
先
生
方
に
、
基
礎
か
ら
最
新
の
科

学
技
術
ま
で
を
知
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
教

育
と
い
う
共
通
の
立
場
で
、
現
場
の
先
生
方
と
大

学
の
関
係
者
が
お
互

い
に
学
び
合
い
、
協

力
し
あ
え
る
環
境
を

作
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
多
く
の
先
生
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
科
学
館
は
、「
子

ど
も
達
の
遊
び
場
」

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
学
生
や
高

校
生
向
き
の
実
験
や
工
作
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
の
「
こ
ん

な
実
験
を
試
し
て
み
た
い
」「
な
に
か
良
い
実
験
は

な
い
か
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
み
た

い
」
の
声
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
科
学
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
科
学
館

　
電
話

　
〇
五
五 

― 

二
五
四 

― 

八
一
五
一

― 

県
立
科
学
館 

―

県
立
科
学
館
と
学
校
と
の
関
わ
り
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● 県立科学館と学校との関わり ●



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指す

「ミュージアム甲斐・ネットワーク」 会員施設の紹介をします。

　富士川・切り絵の森美術館は、平成２２年３月に身延町の富士
川クラフトパーク内に開館いたしました。全国でも珍しい切り絵
を専門とする美術館です。
　常設展示館では、レース切り絵作家の蒼山日菜氏や、一画二
驚「光の切り絵」で有名な酒井敦美氏の作品など国内外の特色
ある美しい切り絵作品を数多く展示しており、これまで、全国か
ら６万人を超える方々の来館をいただき、その魅力は年ごとに広
がっています。
　企画展示館では、これまで「ポーランドの切り絵展」をはじめ
国内著名作家による企画展など開いて参りましたが、本年は、
「第２８回国民文化祭やまなし２０１３」の身延町主催事業であ
る「国際切り絵コンクール・イン・身延・ジャパン」の公募入選作
品を９月７日(土)から１１月１０日(日)まで展示しています。

　世界１２カ国から応募され、見事に入賞あるいは入選された
素晴らしい作品１４０点が展示公開されます。切り絵文化の多様
さと美しさをどうぞご堪能下さい。

住　　所　南巨摩郡身延町下山１５９７
電話番号　０５５６－６２－５５４５
休  館  日　水曜日 ( 祝日は除く )
開館時間　９：３０～１７：３０( 春～夏 ) /
　　　　　１０：００～１７：００( 秋～冬 )
　　　　　入館は閉館３０分前まで
入  館  料　国際切り絵コンクール展　無料
　　　　　常設展　一般５００円・小中学生２００円
　　　　　(２０名様以上は、一般４００円・小中学生１５０円 )
Ｕ  Ｒ  Ｌ　h t t p : / / w w w . k i r i e n o m o r i . j p /

　北杜市・清里にある「ポール・ラッシュ記念センター」は、清泉
寮を開設し、清里開拓の父と呼ばれるアメリカ人、ポール・ラッ
シュ博士の功績と理念を伝える資料館です。
　ラッシュ博士が清里の人として亡くなるまでの５４年におよぶ
日本とのかかわりを追いかける展示は、日米の架け橋となった
博士の生き方から「真の国際交流とは何か」を学び、戦後の荒廃
した寒村「清里」でモデル農村作りを実践し、人々に自立を促し
た方法を知る事によって、博士が考えた「豊かに生きること」の
意味を考えるものになっています。
　ラッシュ博士が晩年を過ごした住居も、建てられた場所に保
存・公開をしており、昭和の雰囲気や博士の日常を感じることが
できます。
　また、ラッシュ博士は日米の若者同士の交流や、チームビル
ディングの有効性に着目して、日本にアメリカンフットボールを紹

介・普及させた功績を認められ「日本アメリカンフットボールの
父」という称号をいただいており、当館には国内唯一の「日本ア
メリカンフットボールの殿堂」が併設されています。

住　　所　北杜市高根町清里３５４５ （公財）キープ協会内
電話番号　０５５１－４８－５３３０
休  館  日　水曜日、展示替日（要問合せ）
　　　　　夏季は休館日なし（要問合せ）
開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
入  館  料　大人５００円、小・中学生２００円、幼児無料
　　　　　（２０名様以上は団体割引有）
Ｕ  Ｒ  Ｌ　ht tp : //www.PaulRuschMC.com
駐  車  場　無料（乗用車９台分）
交通案内　清泉寮より徒歩５分

ミュージアム甲斐・ネットワーク  
～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―

富士川・切り絵の森美術館 （身延町）

ポール・ラッシュ記念センター（北杜市）

芝生ギャラリー外観
コンクール・グランプリ

～ Fade away ～ 常設展示会場内観

記念センター外観 館内展示　トラクター ポール・ラッシュ邸書斎
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク／富士川・切り絵の森美術館、ポール・ラッシュ記念センター ●



　ふと気がつくと小学校教員として２５年もの歳月が過
ぎようとしている。その中で最近 1番気になることは、
子どもたちの理科離れ、科学離れという言葉を多く耳に
することである。自分の子ども時代を思い返すと、今の
季節であればセミやカブトムシ・ザリガニなどの小動物
を毎日のように捕まえて遊んでいた。しかし、今の子ど
もたちの遊びは大きく変化し、自然と向き合う経験が少
なくなったことは確かである。
　理科の授業でも、昆虫や植物に対する興味や関心は二
極化している傾向がある。しかし、実験中の子どもたち
は、好奇心に満ち溢れているように感じられる。
　今年は４年生を担任しているので、電気の学習で直列
回路や並列回路を作り、モーターの動きを調べる実験を
行った。試行錯誤を繰り返しながら回路を組み立ててい
る姿、モーターが回ったとき、嬉しそうにモーターを見
つめる姿、繋ぎ方を間違え電池が熱くなっているのを体
感している姿、そんな様子を見ていると「理科離れ・科
学離れ」といった言葉は、子どもたちの中に存在しない。
　小学校の段階で「理科が好き」そんな子どもたちを、
たくさん育てていかなければいけないと感じさせられ
た一場面であった。「先生、理科って楽しいね。」こんな
言葉がたくさん聞けるように、今後も実践を積み重ねて
いかなければと思っている。

（甲府市立池田小学校）

　身延中では「チーム身延中」を合い言葉に、教職
員と生徒が一丸となり、「自立友愛」の学校づくり
を進めている。特に今年は、保護者や地域の方の御
協力も得ながら、授業と家庭学習のサイクルの構築
を目指している。部活動も活発だ。校長先生の意気
が、皆を動かし、皆の意気が校長先生を支えている。
　私は、私の人格形成に大きな意義のあった高校の
部活動に思い入れがあり、部活動をプロデュースし
たくて教員を志望した。だから、チームを感じられ
る職場は大好きだ。教員生活もすでに３０年が過ぎ、
その間に結婚、子育て、子どもの結婚、孫の誕生と、
私の私生活は激変してきた。最近は自身の老いもだ
いぶ感じる。身体も情熱も思うようにならないが、
部活が好き、チームプレイが好きという気持ちは変
わらない。
　校長先生が監督とすれば、私はＡＤのような立場
の役職についている。私はこの教務主任という仕事
が好きだ。力不足は否めないが、部活のディレクター
と学校のＡＤを楽しんでいる。

（身延町立身延中学校）

「理科って　楽しいね。」

砂長　完郎
意気に感ず

望月　美彦

　甲府城は、豊臣秀吉の命により文禄・慶長年間 (１５９０

年代 ) に築城された城郭です。この甲府城の本丸 ( ほんま

る) と天守曲輪 ( てんしゅくるわ ) の境に建てられていたの

が鉄門です。

　鉄門は、その礎石に確認されている矢穴や、江戸時代

に描かれた絵図から、築城当初からあったものと考えられ

ています。享保１２年 (１７２７) の甲府大火において焼失

を免れた鉄門は、大きな修理を行った記録は確認されて

いないことから明治初年の廃城後に取り壊されるまで、創

建時の姿を保っていたと考えられます。このたび廃城から

１４０余年の時を経て、この鉄門が復元整備されました。

　鉄門は２階建ての櫓門 ( やぐらもん ) という形式で、１階

が門、２階が櫓（武器などを納めたり、敵を見張ったりす

る施設）になっています。櫓の床には石落としがあり、こ

こから石などを落として門の前に迫る敵を攻撃しました。

　ここ鉄門では、季節ごとに、楽しみながら甲府城を学べ

るイベントを開催しています。様々な見どころ満載の鉄門

に是非足をお運びください！！

■お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター

　電　話 ０５５－２６６－３０１６ / FAX ０５５－２６６－３８８２

　ＵＲＬ   http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

◆ 鉄門とは？ ◆ 鉄門へ行ってみよう！！

「第10回わたしたちの研究室」の作品を募集しています！！
県立考古博物館

らくがき

県指定史跡 甲府城跡 鉄門(くろがねもん)を知っていますか？
― 県埋蔵文化財センター

約１４０年ぶりによみがえった鉄門 鉄門の櫓 (２階 ) 内部と｢ 呼び子笛作り｣ の様子

● らくがき／埋蔵文化財センター「県指定史跡甲府城跡 鉄門 ( くろがねもん ) を知っていますか？」●
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　本校は、東経１３８°２６′５４″、北緯３５°５４′
０８″、標高１１６５メートルの清里高原にある全校
児童数が８５名の学校です。
　全ての教育活動の中で、「ひと、もの、しぜん」
をキーワードにして取り組んでいます。
◇「ポール・ラッシュ祭カンティフェア」への参加
　「地域の人や他県の人とのふれあいを深め、自分
の役割を果たすことに喜びを感じることができる。」
をねらいとして、平成２３年度から、全校で終日参
加するようになりました。
　４～６年生は「総合的な学習の時間」に種まきか
ら育苗まで取り組んだ「ビオラ」の苗の販売、３年
生は「国語科」で学習したことを生かした来場者へ
の「学校紹介」、１・２年生は「生活科」で木の実

や自然素材で作った来場者への「工作のプレゼント」
などを行っています。「ポール・ラッシュ祭カンティ
フェア」への参加では、キャリア教育の４つの視点
も大事にしながら、活動を進めています。
◇地域の方とともに
　地域の人や施設を活用した授業も数多くありま
す。生活科で保育園児を招待してサツマイモ植えや
収穫を行う１、２年生、社会科で校区探検に出かけ
る３年生、総合的な学習の時間で、大門ダムの水質
検査など環境学習に取り組む４年生、牧場の見学に
行き酪農について学習する５年生、学校林などを活
用して清里の自然を学ぶ６年生。それぞれの学年が
郷土「清里」の「ひと、もの、しぜん」を通して日々
学んでいます

　本校は、「翠も深き山峡を・・・」で始まる校歌のとおり、
豊かな自然に囲まれています。すぐそばのＪＲ甲斐大和
駅には、南大菩薩連峰や竜門峡のハイキングコースを
目指す登山客が降り立ちます。
　生徒たちは校訓 ｢ 友愛・協力」のもと、学習や部活
動、縦割り活動などに、学年の枠を越えて取り組んで
います。
◇歴史と文化を継承する担い手
　甲州市大和町は武田家終焉の地であり、一族をまつ
る菩提寺の景徳院は、人々の心のよりどころとなってい
ます。毎年４月に行われる「信玄公祭り」、「ふるさと勝
頼公祭り」には、男子生徒が武者姿の勝頼隊として、
女子生徒が武田家一門の魂を慰める巫女として参加し

ています。女子生徒が奉納演舞する｢ 巫女の舞 ｣は、
昭和５３年に地域の人々によって創作され、以来、本
校の女子生徒が代々奉納し続けています。
　勝頼公を慕う心を今に伝える伝統行事です。 
◇長く続いている地域クリーンアップ作戦
　通学路のゴミを拾いながら登校するクリーンアップ作
戦は、長く続く毎月末の恒例行事となっています。拾っ
て分別したゴミの量は、給食時に生徒会役員が発表し
ます。統計では、ゴミは夏休み後に多くなります。そこで、
昨年は、地域や観光客に向けたポスターを作り、ゴミ
捨て防止を呼びかけました。今年も、ゴミのないきれ
いな町づくりのため、活動していきます。

景徳院の庭で出陣を待つ生徒

地域の中で ､地域の方々とともに育つ子どもたち
～ ひと､もの ､しぜんとの関わりを通して ～　　　　　　　北杜市立高根清里小学校

地域と密着した教育の実践 ～ 地域の方々に支えられ成長する大和中の生徒たち ～
甲州市立大和中学校

ゴミを分別している生徒

「ポール・ラッシュ祭カンティフェア」でのビオラ販売 保育園児との交流サツマイモ植え

● 学校紹介／北杜市立高根清里小学校、甲州市立大和中学校 ●
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総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
部
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
に
、そ
れ
ま
で
あ
っ
た
「
教
育
相
談
部
」
と
「
特

別
支
援
教
育
部
」
が
統
合
し
て
新
し
い
体
制
と
な
り
、

四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
教
育
相
談
担
当
」「
特
別
支
援
教
育
担
当
」

「
適
応
指
導
教
室
」
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
学
校

生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒
や
そ
の
家

族
、
学
校
に
対
し
て
、
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
い
る
相
談
業
務
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

教
育
相
談
担
当

　
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
学
校
生

活
や
家
庭
生
活
の
悩
み
事
や
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
電
話
や
面
接
で
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
電
話
相
談 

　
〇
五
五
―
二
六
三
―
三
七
一
一

〈
い
じ
め
・
不
登
校
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〉

　
三
六
五
日
・
二
十
四
時
間
体
制
で
、

専
門
の
電
話
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

○
面
接
相
談

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
の
研
修
主
事
が
、
対
応

し
ま
す
。

〈
対

　
象
〉

　
児
童
生
徒

　
保
護
者

　
教
職
員

〈
相
談
日
〉

　
平
日

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

＊�

面
接
の
予
約
は
、
電
話
相
談
の
電
話

番
号
へ
。

特
別
支
援
教
育
担
当

　
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
就
学
や
転
入
学
、

学
校
生
活
に
お
け
る
適
切
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
電
話
相
談

　
〇
五
五
―
二
六
三
―
四
六
〇
六

　
平
日

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

○
来
所
相
談

　
＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
平
日

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

 

・
就
学
・
転
入
学
に
関
す
る
相
談
・
検
査

 

・
学
校
生
活
に
お
け
る
適
切
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

　
て
の
相
談
・
検
査

 

・「
教
育
相
談
に
お
け
る
所
見
」の
発
行

○�

訪
問
相
談

　
＊
学
校
の
依
頼
文
が
必
要

 

・
学
校
に
出
向
い
て
、
支
援
の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

○
巡
回
相
談
の
申
込
み
・
受
付

 
・
特
別
支
援
教
育
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
す
も
す
教
室(

適
応
指
導
教
室)

　
不
登
校
に
陥
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
支
援
の
た
め

に
、
石
和
・
韮
崎
・
都
留
に
こ
す
も
す
教
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
各
教
室
で
は
、
心
の
居
場
所
づ
く
り
を
第

一
に
考
え
、
一
人
一
人
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学

習
支
援
、
体
験
活
動
、
訪
問
指
導
、
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
教
育
相
談

　
＊
随
時

　
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
対
す
る
面
接
相
談

　〈
石
和
〉　
〇
五
五
―
二
六
一
―
一
二
七
一

　〈
韮
崎
〉　
〇
五
五
一
―
二
二
―
一
一
三
三

　〈
都
留
〉　
〇
五
五
四
―
四
五
―
一
一
六
一

＊�

詳
し
く
は
、
各
教
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

://w
w

w
.y

p
ec.ed

.jp
/h

td
o
cs/?p

a
g
e_id

=1
8

「
わ
た
し
ら
し
さ
」
を
応
援
し
ま
す
　 

相
談
支
援
部
に
お
け
る
相
談
業
務
に
つ
い
て	

― 
 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

相
談
支
援
部 

 

― 

＜教育相談の案内＞

４月に学校を通じて、家庭に配付しま
した。

＜案内カード＞

９月に小４、中１、高１生に
配付します。
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● 総合教育センター情報／「わたしらしさ」を応援します 相談支援部における相談業務について ●



　２０１３年版「子ども・若者白書」によると、１５～３４歳の若者のニート（若年無業

者）は、前年度比約３万人増の約６３万人となり、同年代に占めるニートの割合は、２．３％で、統計を開始した１９９６

年以降で最も高くなっています。また、県教委社会教育課によると、山梨県内のニート

は、約４０００人いると推定されています。

　厚生労働省は、ニートなどの若者の就職的自立を支援するため「地域若者サポートス

テーション事業」（略称サポステ）を実施し、支援体制の強化を図ってきています。山梨

県では平成１８年に厚生労働省から委託を受けた、公益財団法人山梨県青少年協会が

「山梨県若者サポートステーション」を運営し、各機関と連携を図り支援しています。

　今年度から国中地域の「山梨県若者サポートステーション」に加えて、郡内地域にも

「ぐんない若者サポートステーション」（富士吉田市内）が開設されました。また、「サ

ポステ・学校連携推進事業」がスタートし、山梨県教育委員会やハローワーク等関係機

関の協力体制のもと、学校との連携を構築し、在学生及び中退者の支援を推進すること

により、ニート化の未然防止や職業的な自立支援の促進を行うものです。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北

三
県
に
対
し
て
、
復
興
を
進
め
る
上
で
必
要
な
埋
蔵
文

化
財
調
査
の
た
め
、
全
国
か
ら
多
く
の
専
門
職
員
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
に
は
全
国
の
自
治
体
か
ら
四
十
五

名
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
本
県
か
ら
も
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
田
口
明
子
副
主
幹
・
文
化
財
主
事
が
平
成

二
十
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
宮
城
県
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　
田
口
さ
ん
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
四
車
線
化
に
伴
う

山さ
ん
の
う王

遺
跡
の
調
査
や
防
災
集
団
移
転
に
伴
う
波は

ぬ

き

だ

て

怒
棄
館

遺
跡
の
調
査
を
担
当
、
宮
城
県
職
員
や
他
の
派
遣
職
員

と
と
も
に
現
場
作
業
に
あ
た
り
、
被
災
地
の
復
興
に
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
こ
の
貢
献
を
称
え
、
本
年
五
月
二
十
八
日
、
文
化
庁

長
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
度
も
引
き
続
き
宮
城
県
に
文
化
財
主
事

一
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
教
職
員
文
化
展
は
、
教
職
員
（
公
立
学
校
共

済
組
合
員
等
）
の
作
品
の
展
示
を
通
し
て
、
創
作
技
術

等
の
向
上
と
教
職
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
今
年
度
で
三
十
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
開
催
に
あ
た
り
、
教
職
員
の
皆
様
か
ら
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
創
作
活
動
の
成
果
を
こ
の

機
会
に
是
非
ご
発
表
く
だ
さ

い
。
作
品
の
応
募
要
領
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
所
属
へ
送

付
し
ま
し
た
通
知
、
ま
た
は
、

公
立
学
校
共
済
組
合
山
梨
支

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

作
品
募
集

　
期

　
間

　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日（
金
）ま
で

　
部

　
門

　
美
術
部
門
・
写
真
部
門
・
書
道
部
門

山
梨
県
教
職
員
文
化
展
の
開
催
予
定

　
期

　
間

　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
八
日（
土
）午
後

　
　
　
　
　
～
二
十
四
日（
金
）（
二
十
日
は
休
館
日
）

　
会

　
場

　
山
梨
県
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

Ａ
・
Ｂ

　
主

　
催

　
山
梨
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
公
立
学
校
共
済
組
合
山
梨
支
部

お
問
い
合
わ
せ

　
　
公
立
学
校
共
済
組
合
山
梨
支
部

　
　
電
話

　
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
七
四
五

『サポステ・学校連携推進事業』 山梨県若者サポートステーション　　　　　　　　　　　　　　　　［リバース和戸館内  ０５５ー２３０ー２２３９］

宮
城
県
へ
の
派
遣
に
対
し
て
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

「
山
梨
県
教
職
員
文
化
展
」
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

福
利
給
与
課

近藤誠一文化庁長官 ( 当時 ) から
感謝状を贈呈される田口さん
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● サポステ・学校連携推進事業／宮城県への派遣に対して感謝状が贈呈されました／「山梨県教職員文化展」の作品を募集しています！ ●



「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

作品タイトル「海」

　筆の扱い方を工夫して、太い線や細い

線、大きい点や小さい点などを書く練習を

しました。そして、海の歌を歌ったり、映像

を見たり、波の音を聞いたりしてイメージ

をもち、みんなで大きな和紙に海を表現し

ました。

　歌詞は一行ずつ担当して書き、まとまり

の中にも生徒一人一人の個性が感じられ

る作品になりました。

指導者：三木　瑞穂　教諭

山梨県立わかば支援学校

ふじかわ分校

中学部美術２グループ共同作品

重
要
文
化
財
（
彫
刻
）

　
　
木
造
浅
間
神
像
（
南
ア
ル
プ
ス
市
　
浅
間
神
社
）

（
平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日
指
定
）

　
こ
の
像
は
、
背
中
合
わ
せ
に
三
方
を
向
く
女
性
像
（
女
神
）
と
、
そ
の
上
の
仏
像
（
如
来
）
の
形

式
で
表
わ
さ
れ
た
半
身
像
を
一
本
の
木
材
か
ら
彫
り
だ
し
た
も
の
で
、
高
さ
四
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
表
面
に
着
衣
な
ど
の
彩
色
を
伴
う
も
の
で
す
。

　
目
鼻
や
衣
の
縁
を
く
っ
き
り
と
刻
み
だ
す
刀
の
使
い
方
や
、
胸
の
厚
い
体
型
な
ど
の
特
徴
よ
り
、

平
安
時
代
（
十
一
世
紀
）
の
製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
心
に
載
る
如
来
像
の
髪
が
耳
を

覆
い
、
胸
部
ま
で
の
半
身
像
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
形
式
は
、
十
一
面
観
音
像
の
頭
部
の
一
番
上
の
も

の
（
頂
上
仏
面
）
と
し
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
、
疫
病
を
消
し
去
る
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
十
一
世
紀
頃
に
は
、
富
士
山
が
し
き
り
に
噴
火
を
起
こ
し
て
お
り
、
噴
火
は
兵
乱
や
悪
病
流
行
の

前
兆
と
し
て
畏
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
噴
火
を
鎮
め
る
願
い
を
込
め
て
浅
間
神
社
が
祀
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
富
士
信
仰
に
か
か
わ
る
古
い
記
録
で
は
、
浅
間
神
は
女
神
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
ま
す
。
こ
の
神
像
が
、
如
来
の
形
を
も
併
せ
持
つ
他
に
例
を
見
な
い
ス
タ
イ
ル
で
表
わ
さ

れ
た
こ
と
は
、
頻
発
す
る
富
士
山
の
噴
火
を
背
景
と
し
、
併
せ
て
疫
病
の
災
い
を
除
き
た
い
と
の
当

時
の
人
々
の
切
実
な
願
い
も
託
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
ま
す
。

　
木
造
浅
間
神
像
は
、
特
異
な
形

の
平
安
時
代
の
神
像
と
し
て
注
目

さ
れ
、
古
代
の
富
士
山
信
仰
に
関

連
す
る
神
像
と
し
て
は
、
現
存
最

古
の
作
例
で
あ
り
、
唯
一
長
く
伝

え
ら
れ
て
き
た
彫
刻
遺
品
と
し
て

も
極
め
て
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

山梨の文化財

県
立
美
術
館

■
特
別
展

　「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」展

　
　
～
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
～

９
／
７ 

～ 

10
／
14

県
立
博
物
館

■
企
画
展

　「
山
梨
の
名
宝
」

10
／
19 

～ 

12
／
２

県
立
考
古
博
物
館

■
特
別
展

　「�

食
い
し
ん
ぼ
う
の
縄
文
人 

い
ざ
と
な
っ
た
ら
縄

文
食
～
日
本
の
食
と
心
の
源
流
～
」

　
９
／
25 

～ 

11
／
24

県
立
文
学
館

■
企
画
展

　「
与
謝
野
晶
子
展
　
わ
れ
も
黄
金
の
釘
一
つ
打
つ
」

９
／
28 

～ 

11
／
24

教
育
や
ま
な
し
（
二
四
四
号
）
平
成
二
十
五
年
九
月
十
日

　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会

　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課

　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定表紙を飾る

木造浅間神像


